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１� はじめに�

� 学校保健安全法第��条（学校安全に関する学校の設置者の責

務�にもあるように，学校は子どもたちにとって安心して生活を

送ることのできる安全な場所でなくてはならない。そのために，

学校においては様々な安全対策が講じられているが，子どもた

ちの身の回りでは，学校への不審者侵入，登下校時における不

審者遭遇や交通事故，地震や台風・大雨といった自然災害の発

生，休憩時間中や課外活動などにおいて発生する怪我など，多

岐にわたって事件や事故による災害は繰り返し発生している。�

� そこで，このような子どもたちの安全を脅かす事件・事故災

害に対して，教職員や保護者・地域が「子どもたちを取り巻く

安全・安心な環境を確保する」とともに，子どもたち自身が「自

他の危険予測・危険回避の能力を身に付ける」ことができるよ

うにするなど，学校安全の果たす役割の重要性は，ますます高

まってきている。�

２� 本校の概要�

� 本校は，旧加須市（現在は１市 � 町が合併した加須市）の南

部に位置し，創立��年目の比較的新しい学校である。学校の外

に目をやると，学校敷地と外部を隔てる塀やフェンスが無く，

低い植え込みが学校敷地と外部とを隔てている。もちろん，校

門も無い。校内に入ると，「児童の発達段階に応じて教室の大き

さや色，机の面の大きさが異なる」「ピロティ，ラウンジ，テラ

ス，ホール，ガラスのトンネルなど夢のある空間が各所に設け

られている」等，特徴的な校舎である。�

� 学区は比較的狭く，静かな住宅地である。核家族の家庭がほ

とんどであるが，地域の方々と学校の連携は深く，学校応援団

の活動が活発である。学校応援団のリーダーである「ふれあい

推進長」さんが学校に常駐している。しかし，年々児童数が減

少し，開校当時と比較すると児童数は半分以下となり，現在児

童数���名，通常学級７，特別支援学級１の小規模校である。�

３� 本校の取組�

「自ら考え，判断し，行動できる子どもを育む」ためには，

計画的に安全・防災に関する知識と技能を習得させることが必

要である。そこで，全教職員で安全・防災教育に対する目的を

共通理解し，実践を進めている。�

���� 全体計画と年間指導計画の作成と見直し�

� 児童や地域の実態，学習指導要領に合わせて，安全教育全体

計画と安全教育年間指導計画を定期的に，見直し，変更を加え

ている。見直す際には，安全主任と管理職で実態に即したもの

となるように心がけている。�
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���� 危機管理マニュアルの作成と見直し�

� 危機管理マニュアルは，もしもの際の行動指針である。従っ

て変わらぬ部分が多いが，常に見直しを図って実態に即したも

のにしていかなければならない。また，見直しを図ったら，全

教職員が共通理解することが大切である。職員会議等で徹底す

るようにしている。�

����� 緊急メール配信の活用�

� 本校では保護者への一斉メール配信を，子どもたちが安全な

生活を送るための一助としている。そのために，年度はじめに

全保護者に学校からのメール配信の受信を確実なものとしても

らっている。しかし，保護者が外国人であったりする場合に，

日本語によるメールが理解できない場合がある。そこで，メー

ルの受信手続きをしてもらう際に，一人一人の児童の家庭状況

を把握し，確実に保護者に連絡が速やかにとれる方法について

も把握しておく必要がある。�

���� 通学班による安全な登下校�

� 年度はじめにＰＴＡ役員

（保体安全委員会）の協力を

得て，通学班を編制している。�

� 登校は毎朝，通学班で登校

している。班長となった児童

（班の中で最高学年）は低学

年の歩く速さに配慮するとともに，道路を横断する際の安全確

保などが適切にできるように，通学班長を指導する会を計画的

に実施している。�

� また，全校一斉下校の時も学年ごとの下校時も，必ず「交通

安全スローガン」と「不審者対策スローガン」を全員で大きな

声で復唱して，安全な通学を常に心がけるように指導している。�

���� 安心安全応援団の方による安全指導�

� 本校では登下校を見守って

くれる学校応援団の方々がい

る。交差点で黄色いユニフォ

ームを着用し，黄色い旗を持

って，子どもたちが道路を渡

る際の安全確認をしてくださ

っている。�

���� 避難訓練�

①� 避難訓練の実施時期と目的�

本校では避難訓練を以下のように年間�回実施している。�

研究領域� （Ⅳ）� 危機管理�

第９分科会� 学校安全�

研究課題� 命を守る防災教育・安全教育の推進�

視点�

①� 自ら考え，判断し，行動できる子どもを育む防災教育・安全教育の推進�

提案者� � 加須市立加須南小学校長� 鵜飼� 道男� �

研究ႀ֖　（Ԉ）　ۯܥܓၑ

ల˕ش会　学校հ

研究هఴ　ྵをるཡब教育・հ教育の推進
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ӱ　ু̢ͣࣉȄ౯̱Ȅ࣐൲́きる子どもを育͚ཡब教育・հ教育の推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提案者　　حଌ市立حଌධ小学校長　　ֹ　ব　ൽ　
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時期� 目� 的�

�᭶� 避難時のᇶ本行動�

�᭶� 不審者対応�

�᭶� 災害時の保護者へのᘬき渡し�

�᭶� 大地震を定�

��᭶� ⅆ災を定�

ղ� 学校での不審者対応訓練�

� � 加須㆙ᐹ⨫の協力を

得て，校内に不審者が入

ってきたという定で

避難訓練を行っている。

本校は๓㏙のようにフ

ェンスも校門も無いの

で，外部からの学校への侵入はᐜ᫆である。だからこそ，不審

者が校内に入ってきた際の対応について訓練しておくことは

大切である。不審者が侵入するのは，ᤵᴗ中とは㝈らない。不

審者が侵入したことを知らせる緊急ᨺ送によるึ期行動を全

校児童ができるようにしておくことが大切である。�

ճ� 登下校時の不審者対応訓練�

� � 本市では子どもたち

が不審者に㏣いかけら

れたり，ኳೃの急変時な

どの避難場所になって

いただいたりする「子ど

も���␒の家」をお㢪い

して，┳ᯈを設置してい

る。�

この訓練では，登下校時に不審者に遭遇した場合に，「子ど

も���␒の家」に避難するという訓練である。�

� � 事๓に子どもたちには通学路㞄᥋の「子ども ��� ␒の家」

の場所を確認させるとともに，町内会長さんの協力を得ながら，

「子ども���␒の家」の方に訓練の目的や日時を連絡しておく。

地域の方々の協力を得て（巻き込んで），安心・安全な登下校

ができるようにしている。�

մ� 保護者へのᘬき渡し訓練�

� � ㆙ᡄᐉゝ発௧がฟさ

れるような大災害が発

生した場合に，学校職員

から保護者に確実に子

どもたちのᘬき渡しが

できるように訓練を行

っている。�

� � 年度はじめに「ᘬき渡し࢝ーࢻ」を作成しその࢝ーࢻに名

๓のグ入された方（」数グ入のうちの一人）に確実にᘬき渡し

ができるように，事๓に保護者に訓練の手㡰等をわかりやすく

ఏえるようにしている。�

� յ� ⅆ災を定した避難訓練�

� � ⅆ災発生を定した訓練

を行う際に，子どもたちに

ⅆ災発生場所に応じて，避

難⤒路が異なることを事๓

指導の中で理解させるとと

もに，「お・か・し・も・ち」

を徹底するようにしている。�

また，本校には㌴いすによる生活をవなくしている児童も

いるので，ᢸ任や助員には⫥体不自⏤児童の様々な場面での

安全な避難方法について，࣑ࢩュࣞーࣙࢩンをしておくように

指♧している。�

���� 交通安全教育�

子どもたちは家にᖐ

ってから，㐟ࡧに行く際

に自㌿㌴で⛣動するこ

とが多い。自㌿㌴にる

際は，安全のためにᚐ歩

以ୖにẼをつけなくて

はならない。そこで，本

校では「自㌿㌴㐠㌿චチ

教室」を加須㆙ᐹ⨫，加

須市役所市Ẹ安全課，加

須市交通安全指導員，加

須市交通安全ẕの会の

方々にご協力をいただ

いて実施している。�

自㌿㌴だけでなく，ᚐ歩の際も，自分の目で安全を確認し，

自分の判断で道路を渡ることの大切さを学んだ。また，自㌿㌴

にる際は，「࣋ࢱࣈルࣁࢧラ」の合いゝⴥにそって自㌿㌴点᳨

を行うことの大切さや，安全なり方をしないと，自㌿㌴も交

通事故の加害者になること，加害者になった場合に多㢠のᘚൾ

㈝用がかかることなど，安全に自㌿㌴にることのព識を高め

ることができた。�

㸲� �にࡾࢃ࠾

子どもたちが安心・安全な学校生活を送れるようにするため

には，教職員による定期的な安全点᳨によって，学校内の施設・

設ഛの安全を⥔持することが大切である。しかし，それ以ୖに

大切なことは，子どもたち自身が

危険を予測する能力ཬࡧ危険を回

避する能力をྥୖさせることであ

る。そのためには，学校外での防

災も不ྍḞである。本校は，地域

の防災訓練に児童のཧ加をಁすな

どしている。これからも，地域と

ᐦ着した教育によって，子どもた

ちの安全・防災を進めていきたい。�
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㸯 ࡵࡌࡣ 

� 学校における危機管理は，地震や津波，台風，竜巻

などの自然災害，火災や原子力災害だけでなく，交通

事故，活動中の不慮の事故，不審者の侵入等，多岐に

わたる。なかでも，近年，日本各地で発生している地

震，台風，豪雨災害等について，また，交通安全を含

めた防犯対策について，学校は，家庭・地域・関係機

関と連携し，どのように対応して児童の生命を守るか，

大変重要な問題であり喫緊の課題でもある。�

㸰 ᮏᰯࡢᴫせ 

� 今年度創立４１年目を迎えた本校は，さいたま市西

部の桜区にあり，田畑が点在する緑豊かで閑静な住宅

地の中にある。児童数は，４４８名，特別支援学級を

含め１５学級であり，近隣には小学校２校，中学校２

校，高等学校，埼玉大学もあり，交流を深めている。 
また，本校から約５００メートルのところに鴨川，約

３キロメートルのところに荒川が流れ，学校の裏手に

は鴨川から引かれた用水路がある。 
� 保護者・地域は，

学校教育に理解と協

力があり，スクー

ル・サポート・ネッ

トワークの登録者は

約１００名で，登下

校の見守り，子ども

１１０番の家への登録，チャレンジスクールの運営等

を行っている。 
㸱 ◊✲࠸ࡽࡡࡢ 

� 平成２３年３月に発生した東日本大震災が学校現場

に与えた影響は大きく，改めて学校防災のあり方を考

え直す機会となった。災害が発生した場合，学校は，

家庭・地域・関係機関との連携を図りながら，避難所

としての役割を果たしつつ，児童の生命の安全を守る

ことに最善を尽くさなければならない。また，交通安

全を含めた防犯対策についても，事前の危機管理を充

実させ，児童の生命を守らなければならない。�

� そこで，本研究では，現在本校で実施している防災�

教育・安全教育に関し，いかに家庭・地域・関係機関

と連携して，意図的，計画的に進めるかについて，視

点をおく。�

㸲 ◊✲ࡢᴫせ 

���� 学校防災計画の作成と不断の見直し�

� � 年度末，年度当初に学校防災計画及び災害発生

時における対応マニュアル，安全教育計画を見直

して，全教職員で共通理解する。その際には，教

職員の役割を明確に示すとともに，学校・家庭・

地域・関係機関との連携についても明らかにする。� �

���� 家庭・地域・関係機関との連携を図った防災

教育の具体的取組�

①� 大規模災害避難訓練の実施（家庭及び中学校

との連携）�

� � � さいたま市域内のどこか一箇所でも震度５弱以

上の地震の際，児童の保護者への引き渡しを実施

する。これを想定し，本校では，関係中学校と連

携し，中学生に兄，姉がいる家庭については，中

学生が小学校へ一時避難した上で，保護者へ児童

生徒を引き渡す大規模災害避難訓練を行ってい

る。昨年度までは，小・中学生が小学校校庭に避

難したことを確認の上，校庭で保護者へ児童生徒

の引き渡しを行っていた。そこで，本年度は，災

害発生時，荒天である場合を想定した引渡訓練計

画を作成し実施することとした。�

� � � 実施にあたっては，災害時雨天等の場合の保護

者の動線，中学生の待機場所，兄弟姉妹が複数い

る場合の児童生徒の引き渡し場所などを，細部ま

で検討した。関係中学校との連絡・調整について

は，主に安全主任，小中連携コーディネーターが

行い，訓練直前

の緊急な連絡に

ついては管理職

同士が行った。

保護者への連絡

については，学

校安全・安心メ

◊✲㡿ᇦ 㸦ϫ㸧 ༴ᶵ⟶⌮ 

➨㸷ศ⛉ ᏛᰯᏳ 

◊✲㢟� ࢆᏲࡿ㜵⅏ᩍ⫱࣭Ᏻᩍ⫱ࡢ᥎㐍�
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ールを活用し，小学校が中心となり行った。�

� � � 実際に訓練を実施してࡳると，大きなΰもな

く整然と保護者や中学生，小学生のそれࡒれが

自ຓࠕ �。共ຓࠖの行動をすることができたࠕࠖ

ղ� 地震，火災発生時等の避難訓練の実施（関係

機関・自会との連携）�

� 本校では，１学ᮇは地震を想定した避難訓練，

２学ᮇは地震，火災を想定した避難訓練，３学ᮇ

は竜巻を想定した避難訓練（本校は平成２㸴年度

に竜巻により≀⨨のᒇ᰿が㣕ばされるという⿕

害をཷけた。）を実施している。２学ᮇに行われ

る避難訓練では，ᾘ防⨫のᣦᑟを௮ࡂながら実施

し，火災発生時のᾘჾ用訓練，↮体㦂を実施

している。しかし，これらの避難訓練は主として

児童が在校時を想定して行われており，地域住Ẹ

が学校でどのような避難訓練が行われているか

▱らない場合が多い。�

そこで，本年度は保護者や自会を中心とした

地域の方に避難訓練のཧほをびかけ実施する

こととした。１学ᮇの避難訓練をཧほした自会

の方は，児童の㏿やかな避難行動を目の当りにし，

自会で行う避難訓練等のၨ発に役立てるとの

ことであった。�

ճ� 避難所運営訓練の実施（教職員のཧຍ）�

� 災害発生時の避難所㛤タにあたって，ẖ年，自

会が中心となった自主防災組⧊による避難所

運営訓練が行われている。また，本校は，大規模

水害における避難所として校⯋３㝵以上がᣦ定

されているため，要㓄慮者が校⯋３㝵以上へ避難

する手㡰等について確認し，実際に訓練を行って

いる。�

学校においては，昨年度まで施タ管理者として

管理職が避難所運営訓練にཧຍしてきた。しかし，

ఇ日・ኪ㛫に災害が発生した時には，学校にいࡕ

᪩く฿╔するのが管理職であるとは㝈らない。そ

こで，教職員の中から学校へ᪩く฿╔できるとண

想される３名を

連絡調整者ࠖࠕ

とし，今年度か

ら避難所運営訓

練にཧຍするこ

ととした。�

���� 家庭・地域・関係機関との連携を図った安全

教育の具体的取組�

①� ᩆ急ᩆ命訓練（関係機関・保護者との連携）�

� ᩆ急ᩆ命については，だれでも，いつでも行う

ことができることが重要である。そこで，年度当

初のᩆ急ᩆ命訓練では，ᾘ防⨫職員によるㅮ⩏，

心⫵⸽生ἲ訓練を教職員とともに，保護者のཧຍ

をᚓながら行っている。また，５・㸴年児童全員

が，保のᤵᴗにおいて，心⫵⸽生ἲについて実

ᢏを含めて学ࢇでいる。�

ղ� 交通安全教ᐊ（関係機関・保護者との連携）�

� １・２年児童は安全なṌ行・ᶓ断Ṍ㐨の安全な

渡り方，３・４年児童は安全な自㌿㌴のり方に

ついて，㆙ᐹ⨫，交通ᣦᑟ員，保護者の協力のも

と，交通安全教ᐊを実施している。�

� １・２年生はᶓ断Ṍ㐨では，ྑࠕよし，ᕥよし，

ྑよし，わたりますࠖを合ゝⴥとして，ᕥྑの安

全確認を重点的にᣦᑟしている。３・４年生は実

ᢏ，➹グࢸストのᚋ，自㌿㌴運㌿චチドを発行し

ている。実ᢏࢸストの際には，保護者が᥇点者と

なることで，保護者にも安全な自㌿㌴のり方を

࿘▱するよい機会となっている。�

ճ� �の作成（保護者との連携）ࣉットマッࣁࣜࣖࣄ

� 学区内における危

㝤箇所について保護

者を中心にሗ㞟

を行い，関係機関と連

携しながらࣁࣜࣖࣄࠕ

ットマッࠖࣉを作成し

た。校内に大ᆺࣖࣄࠕ

をᥖࠖࣉットマッࣁࣜ

示するとともに，㹎㹒

㸿会ሗㄅにᥖ㍕し，子

ども１１０番の家，防犯ࣛ࣎ンࢸィアの方につい

ても各家庭に࿘▱した。これにより，児童，保護

者，学校が共に学区内の危㝤箇所を共通理解する

ことができ，交通事故，防犯等に対する意㆑のྥ

上に役立っている。�

㸳 ◊✲ࡵࡲࡢ 

� � 今まで行ってきた防災教育，安全教育を家庭・地

域・関連機関との連携という視点でり㏉ることに

より，災害など危㝤等発生時に教職員が㐺ษに対ฎ

するためにᚲ要なᥐ⨨について見直すことができ

た。今ᚋは，各教⛉及び特別の教⛉㐨ᚨにおける防

災学⩦についても，家庭・地域・関係機関との連携

をᙉし，児童が᭦にࠕ自ຓ 共ຓࠖの考え方をࠕࠖ

理解し行動できるような取組を行っていきたい。�

� � � �

�

�
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�

１� はじめに�

୍ே୍ேࡢඣ❺ࡀ㸪࠸࡞ࡢ࠼ࡀࡅᏑᅾ࡚ࡋษࢀࡉ㸪 

ㄆ࠺࠸ࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵᛮ࠸႐ࢆࡧᐇឤ࡛ࡿࡁᚰࡢᒃሙᡤ࡙ࡃ

㸪 ࡾࡓ࠼ఏࢆࡕẼᣢࡢ㸪⮬ศࡣᮏᰯ࡛ ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ㔜どࡀࡾ

ၥ࡞ࠎᵝࡢ㸪᪥ᖖࡎࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍࡾࡓࡵṆࡅཷࢆࡕẼᣢࡢ⪅

㢟ࢆ㐺ษゎỴ࡛࠸࡞ࡁඣ❺ࡀከࡵࡓࡢࡑࠋ࠸㸪ே㛵ಀࡀᔂ

ࡍࡾࡓࡗ㝗Ⓩᰯഴྥࡸࡵࡌ࠸㸪ࡾࡓࡋࡇ㉳ࢆື⾜㸪ၥ㢟ࢀ

㸪ࢀࡽぢࡶഴྥ࡞ᕼⷧࡀಙ㢗㛵ಀࡢ⪅㸪ࡓࡲࠋࡿ࠶ࡶࡇࡿ

ᐙᗞࡸᆅᇦࡢᩍ⫱ຊࡢపୗࡢ࡞ᵝ࡞ࠎၥ㢟ࡇࠋࡿ࠸࡚ࡌ⏕ࡀ

㸪࠸ྜ࠼ఏࢆࡕẼᣢࡢศ⮬ࡀ㸪ඣ❺୍ே୍ேࡽࡇࡢࡽࢀ

ᚲせࡿ࡚⫱ࢆᑐே㛵ಀ⬟ຊࡿࡁ࡛ࡢࡇ࠺ྜࡵ㸪ㄆࡋゎ⌮ࢆ࠸

 ࠋࡿ࠼⪄ࡿ࠶ࡀ

ࡸࡵࡌ࠸ࠕ࡚ࡋどⅬࡢ㸪ᮏศ⛉࠼ࡲ㋃ࢆἣ≦࡞࠺ࡼࡢࡇ 

Ⓩᰯ࠸࡞ࡲ⏕ࢆᏛᰯ࡙ࡢࡾࡃ᥎㐍ࠖࢆᥦࠋࡿࡍ 

２� 地域と学校の概要 

ࡀ࡞ࡋ⨨㤳㒔ᅪࡢࣝࢺ࣮࣓ࣟ࢟30ࡽ㸪㒔ᚰࡣ㔝ࡳࡌࡩ

ရὶ㏻ᴗၟࡓࡋ⏕ࢆ౽ᛶࡢ㸪㏻ࡾṧࡀ↛⮬࡞㇏㸪ࡶࡽ

ࠋࡿ࠶⣙114,000ே࡛ࡣ㸪ேཱྀ࡛⾤࡞ࢇ┒ࡀ࡞㤳㒔㏆㑹㎰ᴗࡸ

㟘ࡓࢀࢃ࠸㸪ᮾὒ୍ࡣ㔝ᕷࠖࡳࡌࡩࠕࡓࡗࡔ㎰ᮧᆅᖏ࡚ࡘ

ࣨୣᅋᆅୖ㔝ྎᅋᆅࡢᘓタࡸㄏ⮴ࡿࡼᴗࡢ㐍ฟࢆዎᶵ㸪 

30ᖺ௦༙ࡽࡤᏯᆅࡳࡍࡍࡀ㸪ேཱྀࡀᛴቑࠋࡓࡋ 

 㸪ࡾ࠶㸪ᑠᏛᰯ㸯㸱ᰯ㸪୰Ꮫᰯ㸴ᰯ࡛ࡣᏛᰯᩘࡢ㔝ᕷࡳࡌࡩ

ᮏᕷࡣ㸪ࡓࢀࡤ⤖࡛⤎࠸ ࠕ㒓ᅵࡳࡌࡩ㔝 ேࡘ❧࡚ࡗ㈇⫼ࠖࢆ

ᮦࡢ⫱ᡂ࡚ࡅྥ㸪ᆅᇦ༠ാᏛᰯࢆ᥎㐍ࠋࡿ࠸࡚ࡋᆅᇦ༠ാᏛ

ࢥ㸪ᆅᇦ࡚⫱ࢆࡶᏊ㸪ඹࢆࠎேࡢಖㆤ⪅㸪Ꮫᰯ㸪ᆅᇦࡣᰯ

Ꮫ࡞ࡓ᪂ࢆ㸪Ꮫᰯࡋ࣮ࢼࢺ࣮ࣃࡢࠖ⫱ඹࠕࡴ⫱ࢆࢸࢽ࣑ࣗ

 ࠋࡿ࠶࡛⤌ྲྀ࡞ࡓ᪂ࡿࡅ࡙⨨බඹ✵㛫ࡢࡧ

ᮏᰯࡣ㸪ࡳࡌࡩ㔝㥐ࡽᚐṌ㸯㸮ศࡢᡤ⨨ࡾ࠾࡚ࡋ㸪

ඣ❺ᩘ549ே࡛㸪㏻ᖖᏛ⣭17Ꮫ⣭ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞Ꮫ༊⦅ᡂࢀࡉ

᮶ᖺᗘࡾࡼ㸪ᒣ࣭༡ྎᆅ༊ࡢඣ❺ࡀᮏᰯᅾ⡠ࡵࡓࡿࡍ㸪ඣ

ࢀࡉ࡛ᵓᡂ⮬ࡢࡘ㸪㸲ࡣᏛ༊ࡢᮏᰯࠋࡿࡍቑຍࡀᩘ❺ PTA

㈨ࡈ㸪ᆅ༊ࡧࡼᆅ༊ྡ࡛ࡢட㸳ࡽட㸯ࡀࢀࡒࢀࡑ㸪ࡣ࡛

※ᅇࡸぢᏲ≉ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜࡛ࢀࡒࢀࡑࢆ➼ࡾᕝ㉺⾤㐨ࡢᪧ

㐨ࡢ࠸ࡒᆅ༊ࡣ㸪ྂࡽࡃPTA㛗ࡓࡵົࢆ᪉ࡸᆅඖྡࡢኈࡢ

᪉ࡀໃ᭱ࠋࡿ࠸㏆࡛ࡣ㸪ࡢ➼ࣥࣙࢩ࣐ࣥࡢࡾࢃࡲ᪂⯆ࡢேࡓ

㸪ࡣṔྐࡢᮏᰯࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆᙺဨάື࡚ࡋຊࡢPTAࡀࡕ

㸲㸰ᖺ࡛ࠋࡿ࠶ 

≉Ⰽ࡚ࡋ⤌ྲྀࡿ࠶㸪ࡳࡌࡩ㔝ᕷᩍጤࡢᣦᑟࡢୗ㸪ࠕᆅᇦ༠ാ 

Ꮫᰯ 㸦࣮ࠖࣝࢡࢫ࣭ࢸࢽ࣑ࣗࢥ㸧ࢆ┠ᣦࠋࡿ࠸࡚ࡋᏛᰯ࣭ᐙ 

 

ᗞ࣭ᆅᇦࡀ㸪Ꮫᰯࡢ┠ᶆࢆࣥࣙࢪࣅඹ᭷ࡋ㸪ࡢࢀࡒࢀࡑᙺ

ࡃࡘࢆࢸࢽ࣑ࣗࢥᆅᇦࡓࡋ᰾ࢆ㸪Ꮫᰯ࡚ࡋ☜᫂ࢆ௵㈐ࡸ

ࡢ᮶ᖺᗘࠋࡿ࠶ⓗ࡛┠ࡀࡇࡃ࠸࡚࡚⫱ࢆࡕࡓࡶᏊ㸪ඹࡾ

ᐇ࡚ࡅࡴᑠ࣭୰Ꮫᰯ㸪ࡢࡑಖㆤ⪅ࡸᆅᇦ㛵ಀ⪅ࡀ㸪ຊࢆ

ࡋᏛᰯࠖࡿ࠶ࡶᆅᇦࠕࡴ⤌ࡾྲྀ㐠ႠࡢᏛᰯ࡚ࡏࢃྜ

࡚㸪ᆅᇦ୍య࡚ࡗ࡞Ꮫᰯ࡙ࢆࡾࡃ㐍ࠋࡿ࠶࡛ࢁࡇࡿ࠸࡚ࡵ 

３� ふじみ野市の取組�

㸺Ꮫᰯᩍ⫱ㄢ㸼 

 㐃⤡༠㆟ࣟࢮࡵࡌ࠸㔝ᕷࡳࡌࡩ (1)

 ᐇࡢᮍ↛㜵Ṇάືࡵࡌ࠸࣭

(2)  ┦ㄯయไᩚࡢഛ 

ձ  ᕷᩍ⫱┦ㄯᐊࡵࡌ࠸ᑓ㛛❆  ཱྀ

  ࣭ᖖఫ┦ㄯဨ   ࣭㐺ᛂ┦ㄯဨ       

ղ ྛᏛᰯ㓄⨨ࡿ࠸࡚ࢀࡉேဨ 

࣮࢝࣡ࣝࣕࢩ࣮ࢯ࣮ࣝࢡࢫ࣭    ࣮  ㄯဨ┦ࡸࢃࡉ࣭

  ࣭⏕ᚐᣦᑟᨭဨ      ࣭ࡵࡌ࠸➼ᑐᛂᨭဨ 

ճ ࣭ࡵࡌ࠸㠀⾜㜵Ṇࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ 

(3) Ꮫᰯᩍ⫱άືࡢᐇ 

 ձ Ꮚ୍ࡶே୍ேࢆ☜ᐇఙࡍࡤᏛ⩦ᣦᑟࡢ᥎㐍㛵ࡍ

 ᩍ⫱⎔ቃᩚഛࡧᣦᑟ࣭ຓゝཬࡿ

  ղ ᩍ⫱άືࡿࡅ࠾ᩍᖌࡢゝື࣭ど⥺㛵ࡿࡍᣦᑟ࣭

ຓ  ゝ

  ճ ⏕ᚐᣦᑟ◊✲ᣦᑟᰯࡢタ⨨ཬࡧ◊✲᥎㐍➼㛵ࡿࡍᣦ

ᑟ࣭ຓ  ゝ

 մ ࣝࣈࣛࢺࢺࢵࢿࡸࡵࡌ࠸ࢺࢵࢿ㛵ࡿࡍ◊ಟࡸᣦᑟ

㈨ᩱࡢᐇ 

 յ Ꮚࡢࡶయⓗ࡞άືࡢᨭ 

  ࣭ẖᖺ11᭶ࡵࡌ࠸ࠕ᧞⁛ᙉㄪ᭶㛫  ࠖ

  ࣭ᕷࠕᏊࢺࢵ࣑ࢧࡶ 㸦ࠖඣ❺⏕ᚐ௦⾲㸧 

  ࣭ᕷࠕᏊ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡶ 㸦ࠖࡵࡌ࠸᧞⁛Ⓨ⾲㸧 

(4) ᩍ⫋ဨࡢᣦᑟຊྥ  ୖ

  ձ ⏕ᚐᣦᑟࡢ◊ಟ࣭ㅮ₇࣭⏕ᚐᣦᑟ௵࣭Ꮫ⣭⤒

Ⴀ◊ಟࡢᐇ 

 ղ ࡢࡵࡌ࠸ᮍ↛㜵Ṇࡢࡵࡓࡢ≉ูάື㸪㐨ᚨᩍ⫱ࡢᐇ 

 ճࠕᙬࡢᅜ ⏕ᚐᣦᑟࢡࢵࣈࢻࣥࣁ Nࠗew I’s࠘ࠖ  ⏝άࡢ

 մ ࡳࡌࡩ㔝ᕷࣟࢮࡵࡌ࠸㐃⤡༠㆟ࡢࡵࡌ࠸ࡿࡼᐇែ

ᢕᥱࢺ࣮ࢣࣥㄪᰝ 

  յ ಖㆤ⪅ࡵࡌ࠸ࡢၥ㢟ࡢ⌮ゎࡢࡵࡓࡿࡵ῝ࢆᗈሗၨⓎ

ά  ື

研究領域� （Ⅳ）� 危機管理�

第１０分科会� 危機対応�

研究課題� 様々な危機への対応�

視点�

①� いじめや不登校等への適切な対応�
� � � � � � � � � � � � � � � � � 提案者� � ふじみ野市立亀久保小学校長� 村越� 澄子�

研究ႀ֖　（Ԉ）　ۯܥܓၑ

లˍ０ش会　ܥܓచ؊

研究هఴ　အșな͒ܥܓのచ؊

ণത　

ӱ　い̲͛͞ະഴ校൝͒のഐ୨なచ؊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　提案者　　͏̲͙野市立ܹݛ༗小学校長　　ఆ　ק　ଯ　子
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㸺㟷ᑡᖺ⫱ᡂࡳࡌࡩ㔝ᕷẸ㆟࣭Ꮚ⫱࡚ᨭㄢ㸼 

  ձ ᑡᖺࡢᙇࡢᕤኵ㸦ྛᏛᰯࡵࡌ࠸ࡢ᰿⤯ྜࡢࡵࡓࡢゝⴥ㸪

 ࣭Ⓨ⾲➼㸧⤂ࡢ➼࣮ࣥ࢞ࣟࢫ

㸺ࡳࡌࡩ㔝ᕷẸ⏕ඣ❺ጤဨ༠㆟㐃ྜ㸼 

 ձ ⓏୗᰯࡢぢᏲࡾ 

ղ Ꮫᰯ࡛⾜࠺Ẹ⏕ඣ❺ጤဨ㐃⤡ࡢሗඹ᭷ 

 㸺ᕷẸ⥲ྜ┦ㄯᐊ❆ཱྀ㸼 

  ձ ࡢ➼ࡵࡌ࠸┦ㄯࡓࡗ࠶ࡀሙྜ㸪ୖ⚟ᒸ┦ㄯᐊ㸪6&㸪66: 

 ⤂࡚࠸ࡘ

  ղ ಖㆤ⪅ࡀᏳ࡞ሙྜࡣ㸪ᐙᗞඣ❺┦ㄯဨ㐃ᦠ 

 㸺ࡳࡌࡩ㔝ᕷPTA㐃ྜ㸼 

  ձ ⓏୗᰯࡢぢᏲࡾ 

  ղ Ꮫᰯ㐠Ⴀ༠㆟ࢆά⏝ࡢࡵࡌ࠸ࡓࡋᐇែࡢ࡚࠸ࡘ

ሗඹ᭷ 

㸲� ᮏ校にࡿࡅ࠾いじめ࣭不登校対応のලయⓗな取組 

(1) Ꮫᰯ⤒Ⴀ᪉㔪   

   ┠ᣦࡍᏛᰯീ ୍ࠕே୍ேࡋࡤࡢࢆ㸪ಖㆤ⪅࣭ ᆅᇦࡶ

Ꮫᰯ࡞ࡓࡗ࠶ࡴṌ  ࠖ

ίᇰ᫊ὉẝẟẰếὉജ٣ὸ 

 ⤌ྲྀࡓࡅྥ㸮ࡵࡌ࠸  (2)

ձ Ꮫᰯࡵࡌ࠸ၥ㢟ᑐ⟇ጤဨ 

 ᢕᥱࡢἣ≦ሗ㞟࡞☜ṇࡢࡵࡌ࠸࣭

࣭ᵓᡂဨࡢᙺศᢸࡢ☜ㄆ 

 ᐇࡢ㆟ࢫ࣮ࢣ࣭

 ᐇᐇຠⓗࢆ⟇ᑐࡢ➼㜵Ṇࡢࡵࡌ࠸࣭

࣭⏕ᚐᣦᑟሗ࿌(᭶)㸪ࢺ࣮ࢣࣥࡋࡼ࡞(ྛᏛᮇ) 

 ㇟㹏㸫㹓㸦+29�7㹼㸧㸴ᖺᑐ࣮ࣃࣁ࣭

ղ Ꮫ⣭⤒Ⴀࡢᐇ 㹼ࡢࡵࡌ࠸Ⓨ⏕ࢆ㜵Ṇࡵࡓࡿࡍ㹼 

࣭Ꮫ⣭άືࡢᐇ  ࣭㐨ᚨᩍ⫱ࡢᐇ 

࣭య⫱⛉ᤵᴗࡢᐇ㸦ᰯෆ◊ಟ㸧 

࣭ே㛫㛵ಀ࡙ࡾࡃ㸦࣒ࢱࡃࢃࡃࢃ㸧 

ճ Ꮚࡢࡶయⓗ࡞άືࡢᨭ 

ᐉゝࣟࢮࡵࡌ࠸ࠕ࣭  ➼άືࡿࡍసᡂࢆேᶒᐉゝࠖࠕࠖ

  մ ᩍ⫋ဨࡢ㈨㉁ྥ  ୖ

  ࣭ᰯෆ◊ಟࡢᐇ  ࣭⮬ᕫ⏦࿌ࢺ࣮ࢩసᡂ㠃ㄯࡢά⏝ 

 ᚭᗏࡢ┦ᣦᑟ   ࣭ሗ㐃ࡢ㆟࡛ࢫ࣮ࢣ࣭  

  ࣭᪥ᖖⓗ࡞ᤵᴗཧほ 

  յ ࡵࡌ࠸ㄪᰝࡢᐇ 

  ࣭ㄪᰝᚋࡢ㎿㏿࡞ሗ࿌  ᐇ᪥ᰯ㛗ࡿ▱ࡀ 

  ࣭ㄪᰝᚋࡢៅ㔜ࡾྲྀࡁ⫈࡞ 

  ࣭ಖㆤ⪅ࡢሗ࿌ぢᒆࡅ  

 (3) Ⓩᰯࡢᑐᛂ 

  ձ Ḟᖍ≧ἣࡢᢕᥱ 

  ࣭Ḟᖍ⌮⏤ࢆಙ㢗࠸࡞ࡋ  ࣭┤᥋ヰࡢࡇࡿࡍࢆᚭᗏ 

 ղ ⏕ᚐᣦᑟ㒊㸪㐠Ⴀጤဨ࡛ࡢሗඹ᭷ 

 ճ ᐙᗞゼၥࡢᐇ 

࣭㸰᪥Ḟᖍࡽࡓࡋᐙᗞゼၥ 

 մ ࡞ࡓࡗ࠶Ꮫ⣭࡙ࡾࡃ 

    ࣭ 㐨ᚨᩍ⫱ࢆ㍈ᩍ⫱άືࡿࡼᚰࡢᩍ⫱ࡢ᥎㐍 

    ࣭ㄆࡵບࡋࡲ㸪⮬ಙࢆࡇࡿࡅࡘࢆᇶᮏಶᛶࡍ⏕ࢆ

Ꮫᖺ㸪Ꮫ⣭⤒Ⴀࡢ᥎㐍 

   ࣭ྛ⾜యⓗཧຍࡉ㸪㐩ᡂឤ࣭ᡂᑵឤࢆࡏࢃࢃ

 ᐇ㸧ࡢ㸦Ꮫ⣭άືࡿ

   ࣭≉ูᨭᩍ⫱ࡢどⅬࡓࡗࡓᣦᑟ㸪ᨭࡢᐇ  

 (4) Ꮫᰯᛂᅋྲྀࡢ⤌  㹼ඣ❺ࡢᒃࢆ࠸ࡀ㧗ࡵ㹼 

 ࡾࡼ㝲㸺௬⛠㸼㸦Ꮫ⩦ᨭ㸧+30㸪7ࢹࢱࢫ࣭   

࣭ぢᏲࡾ㝲㸦ⓏୗᰯࡢぢᏲࡾάື㸧 

   ࣭ⰼ⤌㸦⎔ቃᩚഛάື㸧 

 ࡢࡌࡸ࠾࣭ 㸧➼ࡏ⪺ࡳ㸦ㄞ࣮ࣕࢪࣥࣞࡴࡼ࣭  

(5) 㸯㸦ࡵࡌ࠸㸧  �ᖺ 

  ࣭እᅜࡢඣ❺ A ⏕ά⩦័ࡢ㐪ࡿࡼ࠸㸪㢼࿅ධ࠸࡞ࡽ

Ⓨᒎࡵࡌ࠸ࡽ➼࠸࠾㸪ࡁࡘࡓࡢẟࡢ㧥ࡢࡵࡓ

ࢽ࣑ࣗࢥࠋ⫋↓ࡣ∗ࠋⱥㄒ࡛ヰ࡚ࡍࡣᐙᗞࠋࡓࡋ

 ࠋ࠸ࡽ࡙ࡾࡀࣥࣙࢩ࣮ࢣ

  ЍࠕᏊ⫱࡚ᨭㄢࠖࢆ࡚࠼㸪୧ぶ᪥ᮏㄒᣦᑟᢸᙜࢆ

࡚ࡋ㠃ㄯࠋ⏕ά⎔ቃᨵၿࡵࡓࡢ㸪ᐙᗞࡢᨭࢆ㛤ጞ

 ࠋࡓࡗ࡞ࡇࡿࡍ

(�) 㸰㸦Ⓩᰯ㸧  5ᖺ 

   ࣭ඣ❺% ࢡ࣮࢘ࣥࢹ࣮ࣝࢦ᫂ࡽࡅ㸪Ⓩᰯഴྥࠋ  

    4ᖺࡣ࡛ࡲぶࡶᏛᰯⓏᰯࡀࡓ࠸࡚ࡋ㸪5ᖺ 

 ࡋⓏᰯ⌮↓㸪ࡋኚࡀ᪉㔪ࡢ㸪୧ぶࡽ࡚ࡗ࡞

 ࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼ࠸࡞

   Ѝ⟶⌮⫋࣭㣴ㆤᩍㅍ࣭ᢸ௵㸪ಖㆤ⪅ࡢ㠃ㄯ3ᅇࠋ 

⌧ᅾ㸪ಖᐊⓏᰯࠋ᪥Ꮫᰯࡀࡇࡿ࠸㞴࡛ࡢ࠸ࡋ㸪

1᪥㸰㹼㸱㛫ࠋẖ᪥㸪ᚲࡎ㢦ࢆぢࢆࡇࡿࡏ⣙᮰ࡋ㸪

Ḟᖍࠋࡿ࠸࡚ࡋ࠺ࡼ࠸࡞ࡋ 

㸴ࡾࢃ࠾��に 

ᮏᰯ ᆅᇦ༠ാᏛᰯࠕࡣ࡛ ࣭⪅㸪ಖㆤࡾࡓ࠶ࡿࡍ᥎㐍ࠖࢆ ᆅᇦࡢ

᪉ࡢࠎ༠ຊࡣḞࡣࡵࡌ࠸ࠋ࠸࡞ࡏᏛᰯ ෆࡅ࡛ࡔ 㸪Ꮫᰯࡃ࡞ እ࡛ ࡶ

㉳ࡓࡲࠋࡿ࠺ࡾࡇ㸪Ⓩᰯ ྠࡶࡅࡗࡁࡢ ᵝ࡛  ࠋࡿ࠶

Ꮚྠࡶ ኈ࣭ ಖㆤ⪅࣭ ᆅᇦྠ ኈ࣭ ᩍᖌྠ ኈࡢ㸱ࡢࡘ㸦㍯㸧࠶ࡀ

ࡗ࡚ 㸪ಖㆤ⪅࣭ ᆅᇦࡽಙ㢗ࡋ࡚ࡑࠋࡿ࠼⪄ࡿࢀࡉ 㸪ṇ࠸ࡋሗ

ࣆ࣮ࢫ㸱6㸦ࢆ ࢻ࣭ ṇ☜࣭ ㄔពࡗ࡚ࡶࢆ 㸧ఏࡣࡇࡿ࠼㸪ࡽࡉಙ

㢗ࢆ㧗࡛ࡇࡿࡵ  ࠋࡿ࠶

࡚ ࡓࡿᅗࢆᡂ㛗࠸ࡋࡲ㸪ᮃࡢࡋࡉࢆᡭࡢᨭࡕࡓࡶᏊࡢ

㸪࡞ゎ⌮ࡢ⪅ಖㆤࡢ❺ᙜヱඣࡸ⨨㓄ࡢᩍဨࡿ࠶ࡢ㸪ᣦᑟຊࡣࡵ

ㄢ㢟ࡀᒣ✚࡚ࡋ ࡋ༠ാ࡚⧊⤌ᨻ⾜ࡶᚋࠋࡿ࠸ ᆅᇦ༠ാᏛᰯࠕ ࠖ

㸪Ꮫᰯࡋ᥎㐍ࢆ ᩍ⫱ᑐࡿࡍಙ㢗ࡢ⋓ᚓࡋ࡚ࡊࡵࢆ  ࠋ࠸ࡓࡁ࠸



－ ķĹ － － ķĺ －

㸯 ࡵࡌࡣ 

� 学校は安心・安全に学べる場でなくてはならない。

そのための危機管理として，日頃から危険を予測し，

未然の防止策を講じ，事件・事故が発生した場合は，

児童の安全確保と被害を最小限に抑止することが重要

である。さらに，再発防止に向けて誠意ある取組をし

なくてはならない。そのためには，全教職員が常に危

機意識を強くもち，最悪を考え，慎重に，素早く，誠

実に，組織で対応できる体制づくりが重要である。�

㸰 ᮏᰯࡢᴫせ 

� 本校は，児童数３４９名，学級数１４，県費負担教

職員数２２名の小規模校である。羽生市の北東部に位

置し，北には利根川が流れ，自然豊かな環境の地域に

ある。近年住宅が増えており，地域の人口は微増傾向

にある。昨年度まで県教委委嘱の道徳の研究に取り組

み，児童は比較的落ち着いて学習や生活に取り組んで

いる。保護者や地域住民は学校の教育に対して協力的

であり，昨年度からコミュニティ・スクールとして，

地域と共に歩む学校づくりを推進している。�

㸱 ᮏᰯࡢ༴ᶵ⟶⌮ୖࡢㄢ㢟 

� 本校校長として３年目になるが，幸いなことに大き

な事故や問題がなく学校経営を進めている。これは，

本校の教職員が児童のことを第一に考えて日頃の指導

や職務を遂行している成果である。しかし，本校の実

態から次のような点が危機管理上の課題である。�

����児童のトラブル・けがへの対応�

��経験年数の少ない若い教職員が増え，児童のトラ

ブル・けがに対しての対応が不十分な場合が見受け

られる。不十分な対応は保護者が学校に対して不信

感を抱く原因となる。�

����交通事故・不審者への対応�

� 本校では幸い大きな交通事故は発生していない。し

かし，学区内には大きな幹線道路があり，児童の道路

の歩き方などに課題がある。また，不審者情報につい

て保護者から心配する声が寄せられている。�

����自然災害への対応�

� 近年，地震や豪雨など自然災害への危険性が高ま

っている。特に，本校学区には利根川や小さな河川

が流れており，豪雨時に水害の危険性がある。�

����教職員の事故防止�

� 教職員が事故を起こせば，学校の信頼は失われる。

どこの学校でも教職員事故は起こりうると考え事

故防止の意識を高める必要がある。�

㸲 ㄢ㢟ゎỴࡢࡵࡓࡢ᪉⟇ 

����教職員の危機管理への意識と対応力を高める体制�

� づくりを推進する。 

����家庭・地域・関係機関と連携した危機管理体制づ�

� くりを推進する。 

����教職員の事故防止の意識を高める取組を推進する。 

㸳 ༴ᶵ⟶⌮ୖࡢㄢ㢟ゎỴྲྀࡓࡅྥ⤌ 

���� 生徒指導体制の充実 

①� 生徒指導委員会での情報共有�

� � ・月１回の生徒指導委員会で課題のある児童の

状況を報告して全職員が共通理解し，全職員

で指導する体制づくりをしている。�

②� 組織的な指導体制づくり�

� � ・児童のトラブルについては，担任だけでなく，

管理職，生徒指導主任，学年主任が連携して

問題解決の対応をしている。若手教員が経験

ある教員から対応の仕方を学ぶ機会とする。�

���� 緊急事態発生時の対応�

①� 危機管理マニュアルの見直しと内容確認�

� � ・年度当初に危機管理マニュアルを見直し，全

教職員で緊急事態発生時の対応の仕方を再

確認した。大きなけがの場合は，躊躇するこ

となく救急車を要請することを確認した。�

②� 不審者対応の避難訓練の実施�

� � ・警察署と連携して，不審者が学校に侵入した

場合の避難訓練を実施した。教職員の動きや

不審者への対応の仕方を確認する機会とな

った。�

③� 竜巻発生時を想定した避難訓練の実施�

� � ・竜巻が発生した場合の避難訓練を実施し，ど

のように身を守るか，児童と教職員が体験す

ることができた。�

���� 交通安全指導の充実�

①� 一斉下校の下校指導，登校指導の継続�

� � ・月１回の一斉下校時には，安全教育主任から

◊✲㡿ᇦ 㸦ϫ㸧 ༴ᶵ⟶⌮ 

➨㸯㸮ศ⛉ ༴ᶵᑐᛂ 

◊✲ㄢ㢟 ᵝ࡞ࠎ༴ᶵࡢᑐᛂ 

どⅬ 

ղ 㧗࠸༴ᶵ⟶⌮⬟ຊࡘࡶࢆ⤌⧊࣭యไ࡙ࡾࡃ 

ᥦ⪅  ⩚⏕ᕷ❧ἨᑠᏛᰯ㛗 㫽ᾏ ୍ᑑ 

研究ႀ֖　（Ԉ）　ۯܥܓၑ

లˍ０ش会　ܥܓచ؊

研究هఴ　အșな͒ܥܓのచ؊

ণത

Ӳ　高いۯܥܓၑෝႁをもつழ・ఘଷ̿くり
              　　　　　　　　　　　　　　 　　提案者　ֵ生市立֔ஂ小学校長　　ು　٬　֚　



－ ķĹ － － ķĺ －

ල体的な交通安全指導を行い，全教職員で下

校指導している。月１回の登校指導では，児

童の登校の状況を確認して指導に活かす。�

� ②� 教職員による通学路点᳨の実施�

� � ・㸳月の家庭⾲ᮐゼ問にあわせて，教職員によ

る通学路の点᳨を実施した。交通安全・不審

者の୧㠃から危険⟠ᡤを確認して，市へᨵၿ

を౫頼した。�

���� 家庭㸦㹎㹒㸿㸧と連携した取組�

①� アスࢹࣔ࢝ル救講習会�

� �・㹎㹒㸿ᙺ員，㸴年児童，教職員がཧຍして，

ᾘ防署の署員から心⫵⸽生ἲを学ぶ救講

習会を実施した。㸴

年児童はᾘ防署の

救急㝲がどのよう

に救するのかを

見たᚋ，心⫵⸽生ἲ

を体験した。�

②��㞟୰豪雨時の児童ᘬきΏし訓練�

� � ・本年度は㞟୰豪雨で児童を保護者にᘬきΏす

訓練を実施した。保

護者が自動車で㏄

えに᮶て，体育㤋で

ᘬきΏす場合のࢩ

ュミࣞーࣥࣙࢩを

することができた。�

��③� 㹎㹒㸿学区内安全ࣃトࣟールの実施�

� � ・㐌３回，児童の下校時㛫にあわせて保護者に

よる学区内ࣃトࣟールを実施している。ࣃト

ࣟールᚋに下校のᵝᏊや通学路の状況➼に

ついて，報告してもらっている。�

���� 地域・関係機関と連携した取組�

��①� 一斉下校時の見守り活動�

� � ・地域の高㱋者による┈ኊ会のᙺ員が，一斉�

下校時にྛ方㠃ู

に児童と一⥴に歩

いて見守り活動を

している。交通安全，

不審者の୧㠃から

協力してもらって

いる。�

� ②� 学校㐠営協㆟会による情報交�

� � ・コミュニティ・スクールとして学校㐠営協㆟

会を㛤ദして情報交をしている。地域での

児童のᵝᏊについてᵝࠎな情報をもらい，学

校㐠営のᨵၿに活

かしている。特に，

通学路の危険⟠ᡤ，

児童の登下校のᵝ

Ꮚがヰ題になり，ල

体的な指導にᙺ❧

てている。�

� ③� 羽生警察署と連携した取組�

� � ・ẖ年，交通安全教ᐊを実施し，児童の交通安

全意識を高めている。また，ኟᏘఇᴗ๓の⤊

ᴗᘧには，㥔ᅾᡤの警察ᐁから，不審者や水

の事故防止についてヰをしてもらった。�

���� 教職員の事故防止に向けた取組�

� ①� 理確❧委員会の充実�

� � ・月１回理確❧委員会を㛤ദし，職員事故の

事⤂，事故防止に向けたヰ合いや研ಟを

実施している。�

� ②� 事故防止ᶆㄒのస成�

� � ・教職員事故防止強月㛫にあわせて，教職員

一人一人が事故防止のᶆㄒをస成した。స成

したᶆㄒは内容に関係する場ᡤにᥖ♧して，

事故防止の意識をᅗっている。�

㸴 ᡂᯝㄢ㢟 

� ・児童のトラブルや問題が発生した場合は，教職員

が，報告・連⤡・┦ㄯしながら㎿㏿に組織で対応

している。保護者からのⱞ情は少ない。�

� ・㠀常時・災害時の訓練を行うことで，教職員がど

のように行動して対応するかを理解することが

できた。�

� ・家庭と連携した取組により，保護者の危機管理や

学校に協力する意識が高まっている。�

� ・地域と連携した取組により，児童を地域で見守り，

育てる意識が高まっている。�

� ・職員の事故防止については，Ἔ᩿することなく，

⧞り㏉し意識をᅗっていく。�

・⇕୰対策など，᪂たな課題に対して，㐺ษな対

策を᳨ウして‽ഛする必要がある。�

� ・事件・事故は，いつ発生するか分からない。ᚋ

も，いࡊという時に，管理職が㐺ษなุ᩿をして，

組織で㎿㏿かつ誠実な対応ができるような体制

づくりをしていく。�


